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ひきこもり状態にある人とその家族を支援する施策の強化を求める意見書 

 

平成22年７月の内閣府調査の推計によると，ひきこもり状態にある人は全国で約70万人とさ

れ，ひきこもりの症状やきっかけは多様で，現在においては適切な支援体制が十分でないため，

根本的な解決には至っていません。平成21年度に「ひきこもり対策推進事業」が創設されたも

のの，ひきこもり状態にある本人とその家族を支える国や自治体等の施策の抜本的強化が急務

であります。そもそも，ひきこもりは，本人・家族にとって深刻な問題であるとともに，社会

にとっても大きな損失です。 

よって，福岡市議会は，国会及び政府が，次の事項について適切な措置を講ぜられるよう強

く要請します。 

１ ひきこもり支援の拠点である「ひきこもり地域支援センター」の強化を始めとして，様々

な「ひきこもり対策推進事業」の充実を図るとともに，家族会など当事者団体への支援を強

化すること。 

２ 国や自治体等の施策について積極的な情報提供を行い，周知を図ること。 

以上，地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。 

平成 年 月 日 

衆議院議長，参議院議長，内閣総理大臣，厚生労働大臣 宛て 

議 長 名 

 


